
 

 
 

「平和だからこそ・・・」 校長                原嶋 桂子  

 

 ロシアのウクライナ侵攻から１年・・・。テレビ各局ではこの１年を振り返る特集番組が 

放送されています。侵攻という暴力に屈せず、国や家族のために勇敢に戦い、重傷を負い、 

命を落とす兵士。氷点下のウクライナで爆撃の恐怖と家族を失った悲しみを抱えながら生活 

する女性や子供達。爆弾が落とされ、焼け焦げた町。それでも勝利を信じて戦う人々。テレ 

ビ画面の向こうからも十分に悲惨さが伝わってきます。 

 この地球上には多種多様の民族が、多様な価値観、文化を持って暮らしています。価値観 

の違いが対立を生み、それが激化すると戦争になることも私たちは過去の歴史から学んでい 

ます。実際この日本も、８０年ほど前は第二次世界大戦の渦中にあり、最終的には二発の原 

子爆弾が投下されることによって終戦を迎え、多くの犠牲者といまだに消えない傷跡を残し 

ました。 

しかし、戦後、私たち日本人は、焦土の中から起ち上がり、町を復興させ、産業を興し、驚 

くべきスピードで日本を再建したのです。その心の根底には、「No More War（戦争を二度 

としてはならない）」という決意と平和への強い願いが流れていたに違いありません。 

 国土が狭く、特別な資源のない日本は、様々な物資を海外に頼るしかありません。そのた 

めには相手との利害関係やギブアンドテイクをしっかり考慮した対応が必要です。日本の国 

家や企業がそういった事情を考慮した上で海外の国々と対等に渡り合い、交渉に成功してき 

たかというと疑問は残りますが、それでも世界各国から「安全な国」「きれいな国」「食べ 

物が美味しい国」などの称賛を受ける国となったのは、ひとえに戦後を生きた日本人の努力 

のたまものです。 

 さて、今回のウクライナの状況を見て、ひしひしと感じるのは、平和だからこそ、子供達 

がいきいきと楽しく自分らしく生活できるのだ、ということと、戦争を経験し、その中から 

立ち上がった日本人である私たちだからこそ、子供達自身にもっと戦争と平和についてしっ 

かり考えさせ、学ばせる必要がある、ということです。 

 ウクライナの人々に一刻も早く平和が訪れることを願ってやみません。 

  

「ある国の平和も他国がまた平和でなければ保証されない。この狭い相互に結合した世界で

は、戦争も自由も平和も全て連携している。」― ネルー※ 

              ※ネルー   

                 ジャワハルラール・ネルー（１８８９～１９６４） 

                 インド独立運動の指導者でインドの初代首相。 
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〈苗木のスクールステイ〉   〈キャタピラー見学〉 
令和７年の全国植樹祭（埼玉県開催）に向けて、   毎年恒例の日本キャタピラーさんへ見学に行き 

１３日（月）秩父農林振興センターより、クヌギと  ました。本校の斜め向かいにある会社です。重機 
コナラの苗木を預かりました。約１年半、本校で育  の説明や最新の技術を学ぶことができました。来 
てた木を植樹します。環境委員会で世話をします。  年度も、よろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈１・２年授業参観、保護者会等〉 
１７日（金）に久し振りの授業参観を行いました。７１名の保護者に来校していただき、普段の授業の

様子を見ていただきました。その後、１年は学年保護者会、２年は学級懇談会を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３月の予定（今後の状況により、変更する場合があります。） 

日 曜日 予定 日 曜日 予定 

１ 水 
学校運営協議会１４：００ 
更生保護女性会あいさつ運動 
完全下校１７：３０（３月）  

１５ 水 卒業式 給食なし 

１６ 木 ３年生臨時休業（～３１日） 

１７ 金 学校開放施設利用団体代表者会議１８：００ 

２ 木 生徒総会 ２０ 月 期末短縮・完全下校１６：３０（～２３日） 

３ 金 入学許可候補者発表 ３年給食なし ２１ 火 春分の日 

７ 火 ＳＣ勤務日 講演会（３年） ２４ 金 修了式 給食なし 

１２ 日 山田の春祭り ２７ 月 学年末休業日（～３１日） 

１３ 月 ３年生を送る会 ３１ 金 お別れの会９：００ 

１４ 火 卒業式予行    
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